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高齢化社会を迎え、日常の健康を保持していくことはますます重要となって
います。お口の衛生状態を良好に保つことは、歯周病の改善だけでなく生活
習慣病の発症を予防することが知られるようになりました。

・歯周病検査

・生活習慣病検査

・オーラルフレイル改善指導

・生活習慣（ライフスタイル）の改善指導

口腔内から全身の健康を維持増進させていくための
活動を、会社や地域全体を通じて積極的に推進して
いきたい。2018年度日本歯周病学会・学術賞受賞。
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社会実装の可能性 アピールポイント

本研究に関する知的財産

私たちは、口腔衛生から生活スタイルの改善を含む、広義での歯科からの介入による全身疾患の予防を
目指し、歯周病と全身疾患、特に循環器系疾患との関連性についての解明を中心に研究を進めています。
地域全体の生活習慣の管理による健康向上を目指し、これまでに1000人規模の歯周病を中心とした
臨床検査を実施するとともに、複数回の市民公開講座を企画実行する活動を進めてきました。
現在、取り組んでいる主な研究テーマは次のとおりです。
・ 歯周病による循環器疾患の促進機序の解明
・ 歯周病と全身状態の関連
・ 歯周病による口腔機能低下への影響
・ 医科歯科連携の促進と効率化
・ 生活習慣や食生活と口腔機能の関連
・ 生活習慣と歯周病との関連
・ 歯科受診行動を促すための行動科学的な取り組み
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